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Abstract 
 
トラフグ養殖は 1990 年代から養殖技術の発展に伴い、生産量は大幅に増加し、大きな成長を成し遂げ
た。一方で多くのトラフグを養殖生簀で集約的に飼育することから細菌、寄生虫等による疾病が多発する
ようになった。特に遊泳の緩慢なトラフグにおいては寄生虫病の被害が大きく、対策として網替えや薬浴
が行われてきた。網替えは養殖業者の作業負担が大きく、薬浴は、トラフグを浸漬させた後の薬液が処理
されることなく海水中へ投棄され、他の魚介類への汚染及び周辺海域の環境破壊に繋がることが危惧され
ている。また、既承認の薬浴を用法とする駆虫剤として使用されてきた過酸化水素製剤はヘテロボツリウ
ムの成虫に対しては効果がないことが問題となっていた。このため、トラフグ養殖におけるヘテロボツリ
ウム症の経口駆虫薬としてフェバンテルを有効成分とする水産用医薬品が承認された。フェバンテルのヘ
テロボツリウムの駆虫作業は同一漁場内で同一魚に対して複数回、実施されることもあることから、フェ
バンテルを安全に使用するためには、実際の養殖現場での使用方法を考慮した反復投与によるトラフグへ
の安全性評価が必要である。また、過去にホルマリン使用が周辺海域の環境破壊を引き起こすとの懸念か
ら社会的問題となった経緯があるため、トラフグに対する安全性のみならず、フェバンテルの投与が周辺
海域の環境に及ぼす影響について知見を得ることが非常に重要であり、社会的責任でもある。そこで、本
研究では、フェバンテルの反復投与によるトラフグへの安全性及び周辺海域の魚介類への影響を明らかに
し、フェバンテルが養殖トラフグのみならず周辺海域の環境に対しても安全に使用できる水産用医薬品で
あることの検証を目的とした。 
【フェバンテルの環境への負荷】養殖場で実際に行われている投薬方法で駆虫効果に違いがあるかを確
認し、特に、投薬時に使用する飼料の駆虫効果に及ぼす影響に着目して解析を行った。その結果、血漿中
のフェバンテル及びフェンベンダゾール濃度の推移及び AUC(area under the curve)を比較したとき、配
合飼料の割合が最も少なかった試験群は、他の試験群よりもすべて低い値であった。少なくとも、環境へ
の負荷量低減を考慮した投薬を行う条件として、投薬時の飼料には、配合飼料の使用割合が 20％以上のモ
イストペレットまたはエクストルーダーペレットを使用することが必要であることが示唆された。投薬後
1.5 時間の環境中へのフェバンテル負荷量を測定したところ、投薬の際に環境中へ負荷される可能性のあ
るフェバンテル量は投薬量の 25％以内であると推定され、投薬飼料の散逸防止が重要な要因であることが
示唆された。 
 【フェバンテルの連続投与によるトラフグに対する安全性】フェバンテルのヘテロボツリウムの駆虫作
業は同一漁場内で同一魚に対して複数回、実施されることもあることから、医薬品を安全に使用するため
には、実際の養殖現場での使用方法を考慮したフェバンテルの反復投与によるトラフグへの安全性評価が
必要であると考えられた。その結果、ヘマトクリット値及び ALP値は、対照群と投与群間で一部、有意差
は見られたものの、既報における値の標準値の範囲内にあり、病的な異常を示すものではないと考えられ、
駆虫のために反復投与してもトラフグに対して重大な副作用を引き起こすことはないと判断された。 
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 【フェバンテルの環境に対する安全性】OECD毒性試験ガイドラインを参考にして、トラフグ以外の海産
生物に対するフェバンテルの安全性を検討したところ、珪藻類の Skeletonema costatum、甲殻類の Artemia 
salina及び魚類のマダイにおいて、顕著な毒性を示さないことが明らかとなった。また、環境モニタリン
グの結果、投与したフェバンテルは広い範囲に拡散する可能性はあるが、環境中への長期の残存は起こら
ないことが確認できた。 
これまでの養殖トラフグのヘテロボツリウム症対策としての水産用医薬品は薬浴剤であったが、フェバ
ンテルは経口剤であり、投薬時の作業者への負担を軽減できることや、既承認の薬浴剤では駆除が困難で
あった成虫に対しても効果があること等、薬剤としての有効性は高い。また、今回の研究によりフェバン
テルが海水中に溶出したとしても、その溶出量はわずかであり、環境中への残存はほとんどないと考えら
れる。よって、フェバンテルは養殖トラフグのヘテロボツリウム症経口駆虫剤として、トラフグ及びその
他の海産生物の成長や増殖に影響を与えない安全な薬剤であると考えられた。 
